
弘前学院大学社会福祉学部専任教員 2007年度の研究業轍*

*以下においては、 2008年度現在の本学部専任教uが2007年度 (2007年4H ~2008年 3 丹)

発表した研究業績(恒し編著書，学術論文，口頭発衰のみ)を掲載するの掲載内容は各自の自己

申告に基づく。また、掲載の顕はtiト剖11員である

大野拓哉(教授)

著書、

[学結論文1
1.権利擁護jと

の法埋

発表雑誌等又は発表学会等の名称

第8

(講師)

著書、学街論文等の名称

{著書}

発表雑誌等又は発表学会等の名称、

{学僻論文1
1.中山間地域における 1 5!l~立
型社会福祉-l:Jの活動への
待

道し

3 ‘「独、ì~型社会福祉j に関する
1J:i説的研究一社会福祉 1:
立を選択する過程にみる
助観j彰成ブ口セスー

4剛 iドLlJ問地域における
会福祉 1:Jの

する-考察

5. I現場Jでの fジレンマ体
験」をi換した社会福祉上のア
イデンティティ形成プロセス

会福祉士jに蒜

第 8~} 1 

15号

3]]1 北海道地域福祉研究第11巻

Hして一
{口頭発表]
1.中 111 問地域にお吋る独、J/~型
社会福祉上Aの活動への期待

ナ
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弘前学院大学社会福祉学部存在教員 2007年度の研究業績

発行えは
発表の今::}j

3月

2. 平成19年度・比較地方自治|共著
研究会調査研究報伝書

共著者:鞍森建英・

執筆館所:45~107頁. 158~159頁

比較地方向治研究会 財同法人自治体同時化

協会
共著者:佐藤学・片木淳・t:藤裕子・佐藤竺

執筆筒所:3 ~26珂

{学術論文]

1. 1日教育基本法の個人尊重と|単若 12007年5月1r地域学j第5巻(弘前学院大学地域総合文化
本社会の指16J.行動パタ…研究所) 255~288頁
の可能性と限界

第8

粛藤繁(教授)

著書、学術論文等の名称

[学術論文}

1.知的障害地における偶発的
学宵行動の研究

山市川的
習における

取著、共| 強行えは

普等の~IJ I 発表の{foJJ 発行所、発表雑誌等;えは発表学会等の名称

単若 12008年3月 1r弘前学院大学社会福祉学部研究紀要J第8
号 32~39頁

単著 3月 第3サ(弘前学院大学大学
17~51頁

単j号、共 i 発行えは
著等グ〉別 i発去の年持 発表雑誌等又は発表学会等の名称
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弘前学説大学社会千福祉学部研究キ己採 第9号(2009年)

日本口恭文芸学会輔
(日本口承文芸学会)1 ~15民

藤附之(助教)

出:古:、学術論文等の名称
iれ~、 JtI 発行止は
'A等の ~IJ I 発去の1f.JJ 発行所、発表雑誌等又は発衣学会等の名称

[1 Hm発表]
1.健藤意識・韓操作動と権威|単独 12007年8月i関東社会学会
主義的態度の関係

削除手等、 Jt I 発行止は
著等の別JI 党去の年JJ 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
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単著 2008年3月 第8

7月 A 
A 

本郷売

著書、学術論文等の名称
単著、 j七i 発行又は
著苛:の}jIJI 発表の'rr:)j 発行所、

グーの思想と経済宇一ケ Ilji.若 12007年11月|名古屋大学出版会
ンブリッジの知的展開のなか
で-

糊 1:の経済思想家たち )共著 120071t:叫|ナカニシヤ出版
編集・小塾教
: rピグ…:

イギリス 月
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弘前学院大学社会福祉学部専任教員 2007年授の研究業績
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説大学社会福祉学部研究紀要j第
70~7Tt{ 

八巻治(教授〉

名称

3。インクルーシヴ福祉支援実
践論研究(n )ーアオテア口
ア/ニュージーランドにおけ
る

[L I頭発表i
l. -1ンクルージョ
ーアオテアロア/ニュージ
ランドにおける
支按サ…ピスについてー

第3号(弘前学院大学大学
29~46頁

H 
(於:東北福祉大学)

会第71ft]研究大

stress facilitate 
of injured 

skelesal muscle in rats. 

2. Geran 認eranylaceton
induces heat shock protein 72 
in skeletal muscle cells. 

3. Effects of functional 
loading on the 
potential of 
muscles in mice. 

1. rよさこ

74~82A 

共著 12007年る丹 IBioch. Res. Comm. 第358巻 331

7月1].Gravit. Physiol. 101 
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8 月弘前Jtj医師会報第314~J- 1 ~ 2 

9月IJap. ]. AeroぉpaceEnviron. Med. 第44巻 13
~18rr 
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弘前学院大学社会描祉学部研究紀要 第9号(2009年)

6網 3寄りと都患の変化によるス
トレス緩和効果の研究E

7. 名取量豊二先生

8. 東京水天下f助産
制度の第21ul授与式を開
て

{学会発表}
1. The influencc of repeated 
closcd habiiaiion cxperimenis 
on crews hcalth. 

2. 各種:ストレス負荷と
の対応

3. HSP誘導離による廿絡筋分
化促進作用

4. 損揚骨格筋
ギブス毘定および事長粒球コロ
ニー刺激国子の影響

5. 荷重の験去が損傷した
筋の再生に及認す彰響

6. 安静が骨格篇損保後の再生
過幹線に及ぼす影響

7. 誤議骨格舗の再生に及
凶定および鞍粒球コロニー刺
激困子の影響

8. 骨格筋再生における小胞体
ストレス

単帯、共[ 発行又誌
~:等の別 発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名材、

Aroma Rcs. 第 8 巻 56~61頁

宇宙続空環境保学第43お 151頁
助産雑誌第る2巻 150---151ti 

日本運動!生理学会大会

日本;連動生縄学会大会

訂本体力医学会大会

日本体力医学会大会

第62開討本体力医学会大会

10.“絵本によるM想法"の実技i共同 12007年時丹 i第16回吾森賂恋人保健研究会
および活用の可能性

11.骨格筋の活動量変イヒに対す[共同 12007年11月i第53回日本宇宙航空環境医学会大会
る組織内脂肪の時答

12. 誌熱ストレスによる NFサcBI共同 12007年11月|第53[111日本宇宙航空環境民学会大会
の応符と骨轄筋の肥大

13. Effccts of gravitationall共同 12008年3月i第85回日本生理学会大会
loading on protein expression 
during the rcgcner抗ionof 
soleus muscle of mice. 

14珠山ぱ loading/unloadingI共同品開年3月|第85同日本生理学会大会
in ihe rcgcneraiIve 
。finjured s主clcsalmuscle in 
rlllcc. 

15. Effecis of hindlinb immoω 
bilization on A主tand GSK-3 
s signals in regeneration of 
injurcd mouse skelctal muscle. 

16.相侮した骨搭筋の再lJ:.~こお
ける筋活動の艶轡

3JJI第85同日本:生理学会大会

3月i筋肉の構造と機能のシンポジウム
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弘前学院大学社会福祉学部専任教員 2007年度の研究業繰

著書、学僻論文等の名称

損傷骨格筋の再生に対する

コロニー制撤回子の{足

進作用

{講演1
1. Metabolic syndrome 

2. 7tミ粉と機嫌

3. いわゆる metabolicsyndro・綱
me 

4. メタポ退治の運動法

単位著、 共
~:吋;の関

単独 12008年1月

92-

発表雑誌等又は発表学会等の名称

と機能のシンポジウム

旭川市建設縫保組合

米粉と鰭蝶セミナー東北農致事務所

第7凶同際コミュニケーション科学会議

ンター どう


